別添様式１
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（勇気の道しるべ）
（新潟）・（柏崎市立第三中学校）・（２年生）

（EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(しなだ),品田)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(れ),玲)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(な),菜)）
　「優しい子だと思っていたんですけどね。」
ニュースでよく聞く、罪を犯した人への印象を話した言葉だ。
　私は、この言葉に疑問を感じる。「優しい子」だったのなら、非行に走ったり、警察に捕まるほどの事はしないのではないだろうか。そもそも、悪い考え自体、そんな子には浮かばないのでは、と。テレビや新聞には、毎日と言っていいほど、悲しい事件が報道される。私は、どんな事件にも、犯人はなんて恐ろしい人なんだ、と無条件に決めつけてきた。しかし、優しい人がする犯行とは、なんだろうか。するのであれば、なぜ、そんな人が罪を犯してしまうのだろうか。私には、そのことについて心当たりがある。
　雲行きが怪しい日、私は、祖母と外食に出かけた。久しぶりに祖母に会えて、浮かれた気持ちでいた。店内には家族連れなどがいて、結構混んでいた。雰囲気も良くて、その中にいた、何も気に留めなかった人達の中に、あんな事をしてくれる人がいるとは、誰も思わなかった。食事を終えて店を出たとき、空は黒く、雨が降り始めていた。私達は持ってきておいた傘で、歩いて帰ろうとした。…しかし、傘がない。忘れたはずがない。慌てて周囲を見渡した。すると、私の傘を差して歩いていく人が、遠くにいるではないか。緊張した。声も足も出なかった。半分諦めて、ぼんやり自分の傘を見ていた。その時だった。
「ちょっと、それうちの傘！」
祖母は、いつもの穏やかな声からは到底想像ができないような、張り上げた声を放った。遠くの人が、驚いて振り返った。私も驚いた。大声に、と言うより、犯行を止めるという行動にだった。同時に、あの人が逆上して襲ってきたらどうするんだと思った。しかしそんな事はなく、怯えた様子で、ごめんなさい、とその人は私に傘を返した後、足早に去っていった。今思えば、祖母があの場にいてくれて良かった。祖母がいてくれなければ、傘を盗まれて、もやもやした気持ちで、一日を終えなければいけなかっただろう。そして、傘を盗んだ人も、「優しかった」人に、成り下がってしまっていただろう。
　その後、雨の中を歩きながら、祖母にこんな話をしてくれた。
「ああいう、生き方が分からなくなってしまう人はたくさんいる。そのもどかしさや苛立ちを、悪いことで発散しようとするんだ。一度してしまったら、やるのに抵抗感も無くなっていくし、それで社会に認められなくなって、生きづらくなる。そしてまた悪いことを繰り返す、嫌なループができてしまうんだ。」

私の傘を持って歩いていく人のことを思い出した。なぜか気弱そうな、寂しい背中を記憶していた。祖母は続けた。
「そういう人こそ、生きづらさを知っているんだから、優しくなれると思う。ループから抜け出す正しい道を教えて、受け止めて、許すことが私達にできること。」
はっとした。そして、考えた。テレビに映る、パトカーに乗った、暗い顔をした人たち。少し生き方が違えば、優しくなれる人達だったのだ。少しの声の有無で、道を間違えてしまうのだ。しかし、その後その人がどうなるかなんて、私達には決められない。結局はその人の人生だから。祖母の話を聞いて、罪を犯してしまう心理が、少し分かった気がした。
　そして祖母は、悪いことが起きた時には、いつも笑って、私にこう言う。
「いい子でいてね。」
　その言葉を聞くと、犯罪を身近に感じずにはいられなくなった。それはどこか遠い所で起きることではなく、もっと近くの、周りの人がしてもあり得ることだと感じた。
　自分にも、生き方が分からなくなる時が来るだろう。その時、人に声をかけられて気づく前に、自分からできることは何か、考えた。
それは、周りに相談することだと思う。思い起こして見れば、今自分の周りには、家族、友達、先生、悩みを話せる人達がたくさんいる事に気づく。一人で抱え込まず、周りに相談することで、きっと少しは楽になれるはずだ。そして、悩んでいる人に気づき、声をかけることも大切だと思う。たとえ、罪を犯そうとする人でも、犯した人でも、「怖い人」と決めつけずに、人生に気づきを与えることができたら、社会はもっと明るくなれると思う。
　もうこれ以上、優しい人が、「優しかった人」にならないように、私は、少しの勇気で、道を教えられるように、必ずなりたい。
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